
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽生北小学校・学校通信  令和元年10月号  

 

 

【めざす学校像】５つの気がみなぎる学校 

～
み

魅せろ 北小魂！Ｄ
ド

rastic
ラスティック

2018～ 

 

日 曜日 予  定 

１ 火  

２ 水  

３ 木 委員会 

４ 金  

５ 土  

６ 日  

７ 月 校内絵画展公開～１１日 

８ 火 ３年生消防署見学 

９ 水 就学時健康診断 

10 木 校内授業研究会 

11 金 芸術鑑賞会ワークショップ 

12 土  

13 日  

14 月 体育の日 

15 火  

16 水 第２回学校運営協議会 

17 木 クラブ 

18 金 3 年生社会科見学 

19 土  

20 日  

21 月  

22 火 即位礼正殿の儀が行われる日 

23 水  

24 木 市内音楽会（４年1組） 

25 金 6 年生修学旅行① 

26 土 ６年生修学旅行② 

27 日  

28 月 ６年生振替休業日 

29 火  

30 水  

31 水  

１０／１２（土）～１３（日） 

北埼地区科学展覧会 9:00～16:00 

羽生市立須影小学校 

【11 月の主な行事】 

１１／ ９（土） いちょう祭り 

１１／１５（金） 振替休業日 

１１／１９～２８ 個人面談 

１１／２０（水） 持久走大会 

 

9月1日は「防災の日」ということで，２日（月）に竜巻を想定し

た避難訓練を行いました。関東大震災から９６年。マグニチュード７以

上の首都直下型地震が今後２５年間に起こる確率は７０％と内閣府から

も発表されています。地震は起きてもおかしくありません。今回は，近

年夏から秋にかけて起こる確率が高くなっている竜巻を想定して避難訓

練を行いました。「自分の命は自分で守る」の言葉のとおり、災害時に

どう行動すればよいか，御家庭でも話し合ってみてください。 運動会成功の舞台裏 

                                                   校長 残間 利博 

 ９月３０日（土）、秋風が心地よく吹き渡る校庭で運動会が盛大に行われました。昨年度

は直前まで雨が降り、コンディションが心配されましたが、今年度は天候に恵まれ順調に練

習や事前準備ができました。午前８時３０分、紅組団長・青鹿君(6-1)、白組団長・濱田君

(6-2)を先頭に堂々とした入場です。運動会の歌（ゴーゴーゴー）が校庭いっぱいに響き、紅

白応援合戦で両者の戦いの火ぶたが切られました。参観された保護者や地域の方々は、子ど

もたちの元気な声に感心された方もいらっしゃったのではないでしょうか。その後、徒競走

や学年種目など様々な競技が行われましたが、やはり見どころはブロック単位の表現活動だ

ったと思います。低学年は「最＆高～みんなでレッツダンス～」でかわいい振り付けを披露

し、中学年の「魅せろ！北小ソーラン」では、低い姿勢からダイナミックな演技を繰り広げ

ました。高学年は「心を１つに！魅せろ、北小魂！」と銘打った組体操です。高さを求めず、

技のキレや完成度で勝負しました。それぞれのブロックで、発達段階に応じた精一杯の演技

をお見せできたと思っています。来賓やＰＴＡによる綱引きには大勢の関係者に参加してい

ただきました。そして、高学年による鼓笛パレード。昨年度衣装が全面リニューアルされ、

演奏と同時にその服装にも注目が集まりました。カメラやビデオに我が子の凛々しい姿を収

められた方も多かったのではないでしょうか。 

  熱戦が繰り広げられた運動会でしたが、結果は昨年と同様紅組の勝利で終わりました。し

かし、応援合戦といい、運動会の歌といい、白組は素晴らしいまとまりと声の大きさで紅組

を圧倒していました。勝負は時の運。決して引けをとらなかった白組にも拍手です。 

  運動会本番は誰にでもスポットライトが当たる華やかな舞台です。私たちが目指す運動会

とは、一人一人の子どもが主役になれる運動会です。それは足が速い・遅いとか運動が得意

苦手とかとは関係なく、誰もが夢中・真剣になれる運動会。そのために、華やかな競技の裏

側で、多くの児童や保護者、地域の方々や教職員がそれを支えていたことを忘れてはいけな

いと思います。たとえば５，６年生全員が１１の係に分かれ、運動会の進行を担いました。

ＰＴＡの３つの専門委員会は、駐輪場や来賓接待等裏方に徹しました。子どもも教職員も、

９月に入っての三週間は、業間・昼休み返上で練習を繰り返しました。吉田体育主任を中心

に、体育朝会は全部で１４回を数えました。子どもたちもそれによく耐えました。運動会前

日には、北小初の地元自治会による児童席へのテント張りを行っていただきました。このこ

とで、子どもたちの健康管理が容易になったことは言うまでもありません。片付けには役員

以外の保護者の方も飛び入りで御協力をいただきました。そして、朝早くから子どもへの愛

情弁当をつくって背中を押していただいた保護者の方。朝、教職員が車で校門を通過するた

びに、わざわざ開閉していただいた開門待ちの女性の方。今年の運動会を評価していただけ

る方があるとすれば、それは『忘己利他』の精神で子どもを支えた裏方の活躍によるものだ

と私は確信します。御理解と御協力をいただいた全ての方々に、改めて感謝申し上げます。 

も う こ り  た 

命を守るために～竜巻避難訓練～ 

いつも心に花束を～人権の花贈呈式～ 

魅せた北小魂！ 仲間を信じて ベストをつくした運動会 

避難訓練の様子 

今年の運動会のテーマは「北小魂！ 仲間を信じて ベストをつ

くせ」でした。当日は天候にも恵まれ、どの子供たちもテーマのと

おり、ベストをつくしました。この運動会のために多くの時間をか

けて全員で創ってきました。その成果が子供たちの真剣な表情や目

の輝きに表れていたのではないでしょうか。保護者・地域の皆様，

御協力ありがとうございました。 

9 月５日（木）に人権の花贈呈式が行われました。当日は委員会活

動の時間に環境委員会の児童が花を植えました。北小の花壇やプラン

ターに植えた花をこれからも大切に育てていきます。 

運動会に見る それぞれの「北小魂」 

 教頭 五十嵐 正 

  

校庭周辺のいちょうの木には、銀杏（ぎんなん）が実り始めました。虫の音も美しく聴こ

え、秋の夜を過ごすのが楽しい時季となりました。子供たちの活動も何をするにも適した、ま

さしく「○○の秋」を感じる今日この頃です。落ち着いた教育活動を進めていきたいと思って

います。今回は、７月号に続き、教頭が担当します。 

先日の運動会では、多数の御来賓、保護者・地域の皆様にお越しいた 

だき、たくさんの御声援をいただきました。子供たちは、練習の成果を 

思う存分発揮し、心に残る最高の思い出にすることができました。運動 

会は、全校児童、保護者・地域の皆様が一堂に会する、小学校の最高に 

して最大のイベントです。 

昔から変わらない種目、徒競走やリレー、玉入れ、組体操などもあり、 

懐かしく思う方もいらっしゃるでしょう。また、新たな種目としての表現では、今風のダンス

を取り入れ、「今の子供たちはすごい」と思う方もいらっしゃるでしょう。 

「待ちに待った運動会」という言葉を耳にしますが、昔は、お弁当を作り、家族総出でし

た。学校行事が家庭の一大イベントであったことがうかがえます。時代とともに運動会も変

わっています。しかし、学校と保護者・地域が一体となって、ともに楽しみ、子供の成長を実

感する貴重な場であることに変わりはありません。 

１年生のかわいらしいダンスから６年生の素晴らしい鼓笛パレードや組体操、そして各係

の仕事まで、各学年での素晴らしさとともに子供たちの成長の様子がとてもよくわかりまし

た。今年の１年生も５年後には、今の６年生のように立派に演技や仕事ができるようになり

ます。そこには、学校での指導はもちろんですが、保護者や地域の皆様の御協力なくして子供

たちの成長はあり得ません。運動会の開催にあたり、今年も保護者の皆様、ＰＴＡ会長を中心

としたＰＴＡ役員の皆様、テントの設営に携わっていただいた学校運営協議会小野会長をは

じめとする各自治会長や関係者の皆様には、準備や後片付けなど様々な面で御協力をいただ

きました。また、当日参観いただいた地域の皆様に、改めてお礼を申し上げます。本当にあり

がとうございました。 

今、学校では新たな学習指導要領の完全実施に向けて準備をしています。その中で「社会に

開かれた教育課程」という言葉が出てきます。これは、「子供たちが未来の創り手となるため

に求められている資質・能力を育んでいく」ために、①目標を学校と社会が共有する。②子供

たちの育成すべき資質・能力を明確化する。③地域の人的・物的資源の活用、社会と共有・連

携しながら、開かれた学校教育を展開する。ということです。 

今後も目標を共有・連携しながら、それぞれの北小魂で「子供たちのよりよい成長のため

に」、皆様にも相変わらぬ御支援、御協力のほど宜しくお願いします。 

 


